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第 3 章では， CaS04: Tmを基本素材として，フィルター併用により， X, y 線のエネルギ一分離，
わよびX ， y 線に対して β 線， n th線等の他の放射線量が分離測定できる複合TLD素子の実用化研
究を述べている。試験研究の結果lOmRの γ 線に対し，他の放射線量がその10倍混在する場合でも，














1 )各種TLD素子の放射線特性を研究し， X , y 線用としてCaS0 4 :Tmが微小線量に対し，その検
出感度，繰返し使用の安定性がすぐれていることを見出し， β線用としてセラミック BeO : Na素子が，
熱中性子用としてCaS0 4 : Tm に 6LiF を混入した素子がそれぞれ実用に適することを実証している。
2 )上記各素子と適当な放射線フィルターの組合せによる複合TLD素子を試作し， X , ì'， β および
熱中性子の混在する放射線上においてそれぞれの線量を精度よく分離測定しうることを実証してい
る。
3 )複合TLD 素子と IDカードの併用によるTLD自動高速読取装置を開発し，その実用化試験装置
について総合的な特性試験を行し\そのデータ解析により原子力，放射線施設の各管理区域の入退
域管理，放射線被ばく線量のデータ管理等のシステム化，自動化の設計を論じている。
以上，本論文は保健物理的見地より， TLDの応用研究と，それを用いた放射線作業従事者集団お
よび個人の放射線被ばく線量管理のシステム化，自動化に関する研究であり，工学的にも，保健物理
的にも寄与するところが大きし lO よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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